
令和 3年 10月 10日発行      香川県言語聴覚士会会報（第 13号）                 

 

「地域ケア個別会議」に参加しよう          地域医療部 合田 佳史 

１． 地域ケア個別会議とは 

厚生労働省は、団塊の世代が 75 歳以上になる 2025年を目途に、高齢者が重度な要介護状態になっても

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、各地域で、「医療」

「介護」「介護予防」「住まい」「生活支援」が包括的 に確保される地域包括ケアシステムの構築に

向けた取り組みを推進しています。  

特に「介護予防」は、要介護状態の軽減や悪化の防止だけでなく、高齢者が地域で自立した生活がおく

れるようにすることを目的としており、これらは、「高齢者本人の自己実現」、 「高齢者が生きがい

を持ち、自分らしい生活をつくっていただく」ことが重要となります。             そ

こで、個別ケースの「介護予防」について各市町が主催して開かれる会議が「地域ケア個別会議」で

す。                                                        

地域ケア個別会議の目的は、①高齢者の実態把握や課題解決のための地域支援ネットワークの構築、②

地域の介護支援専門員の方の理念に基づいた高齢者の自立支援に資するケアマネジメントの支援、③個

別ケースの課題分析等を行うことによる地域課題の把握などが挙げられます。 

２． 地域ケア個別会議における言語聴覚士の役割 

「地域ケア個別会議」は、行政職員、地域包括支援センター職員、介護サービス事業者、医療関係者、

民生委員など多職種で構成され、我々言語聴覚士は「助言者」という立場で参加が求められます。言語

聴覚士は、コミュニケーション（きこえやことば）や食べること（摂食嚥下）の専門職として、「本人

と家族が住み慣れた地域で自分らしく生活していく」ために、具体的な支援方法を助言・提案すること

になります。 

３． 香川県内での地域ケア個別会議の動向 

香川県内でも各市町が主催した「地域ケア個別会議」が開催されております。現在、県士会として把握

している限りではこれまでに、高松市、観音寺市、三豊市からの依頼に各ブロックの S Tを派遣して対

応しております。特に高松市では昨年度より複数回の派遣依頼に対応して頂いております。会議の実際

については、参加された S T に報告書を作成していただき、まとめたものを県士会 H Pの会員専用ペー

ジに挙げておりますのでご確認いただければと思います。また、今年度より香川県予算として地域ケア

個別会議への助言者派遣が可能となり、各専門職を助言者として招集する市町が増えてきております。 
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４． お願い 

「地域ケア個別会議」への助言者としての参加はとても責任のある業務だと思います。「難しい」、

「怖い」というイメージを持つ会員の方も多いのではないかと思います。しかしながら、コミュニケー

ションや摂食嚥下について専門的に助言できる職種は我々言語聴覚士にしかできない内容です。我々が

当たり前と思っている事柄についても提案するととても喜ばれたり、興味を持ってもらえたりすること

も多くあります。また、多職種が参加しますので、他の職種の方からの助言内容にはとても勉強になる

部分も多いと思いますし、自分の住んでいる（働いている）市町の状況を知る良い機会にもなります。

お声かけの際はぜひ、積極的にご協力をお願いできればと思います。 

５． 最後に 

今年度は学術企画部主催で「地域ケア会議」について 12月に研修会が予定されております。また、香

川県地域包括ケアシステム推進委員会（P T・O T・S T合同）でも、10月に「地域ケア会議推進リーダ

ー導入研修会」が予定されており、「地域ケア個別会議」について学ぶことができる機会があります。

ぜひ、多くの会員の皆様にご参加いただければと思います。 

 

令和 3 年度香川県言語聴覚士会講演会  

令和３年７月１８日（日）に令和３年度香川県言語聴覚士会講演会が開催されました。今回は東京女子

医科大学病院リハビリテーション科の若林秀隆先生に【病院や在宅におけるリハビリテーション栄養に

ついて】のテーマでご講義いただきました。皆さんご存じの通りリハビリテーション栄養の第 1人者の

若林秀隆先生のお話を聴くことができるということで、多数の方にご参加いただき大盛況の会となりま

した。リハビリテーション栄養の最新トピックスや臨床を行う上で役に立つ情報などが内容に織り込ま

れており、2時間の講演がとても短く感じられました。参加者の皆さんからの質問も時間内ではとても

答えられないほど沢山あり、若林先生が驚かれるほどでした。また、今回の講演会は香川県言語聴覚士

会会員に加え、香川県理学療法士会、香川県作業療法士会の会員の方も多数参加されました。                                       

さらに今回新しい取り組みであるビデオ講演会を、香川県言語聴覚士会の会員限定で行いました。こち

らも多数参加され、ご好評いただきました。  

アンケートの内容を一部ご紹介いたします。「リハ栄養の第一人者である若林先生から基礎から最先端

の臨床の考え方など、幅広く講義していただき、とても面白かったです。」「老嚥やサルコペニア患

者に対するアプローチ等をわかりやすく教授して頂けた」「栄養に関する様々な視点での内容であり、

面白く拝聴させていただきました。」などの感想をいただきました。 

講演会開催にあたって多くの先生方にご尽力いただきました。特に、多数のアドバイスいただいた武島

会長、座長を引き受けていただいた黒川先生、ZOOM関係で尽力いただいた白川先生、当日ご協力いただ

いた中讃ブロックの先生方、その他お手伝いいただいた全ての先生方、本当にありがとうございまし

た。 
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摂食嚥下リハ学会分類 2021 について 

2021年 9月 17日に日本摂食嚥下リハビリテーション学会のホームページに摂食嚥下リハ学会分類 2021

が掲載されました。学会分類 2021（食事）早見表、学会分類 2021（とろみ）早見表です。詳しくは日

本摂食嚥下リハびりテーション学会のホームページをご確認ください。 
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事務局よりお知らせ 

 ■入会希望の方へ 

 「入会届」の提出と年会費 5,000円のお支払いをお願いします。 

 ■会員の皆様へ 

 下記に変更があった方は事務局までご連絡ください。 

 ＊職場 ＊名前 ＊連絡先 ＊メールアドレス 

⇒「変更届」の提出をお願いします ※メール、郵送対応可能 

●年会費は年度中のお支払いをお願いします。 

●退会については、事務局までお問合せください。 

■届出用紙の提出方法 

 「入会届」「変更届」は県士会ホームページ https://www.normanet.ne.jp/~kagawast/よりダウンロ

ードできます。ご入力・記名の上、メールまたは郵送にて事務局までご送付ください。 

注意：メールで用紙を送付された方には受領メールを送らせていただきます。受領メールが一週間以内

に届かない場合は、事務局までお問合せください。 

■振込先 

【記号】１６３１０ 【番号】１８２４９３６１ 【名前】一般社団法人香川県言語聴覚士会  

◎他の金融機関からの振込  

【店名】六三八 【店番】６３８ 【預種目】普通預 【口座番号】１８２４９３６  

注意：入金いただきましたら事務局までご一報ください 

 

その他、ご不明な点がありましたら、事務局までお問い合わせください。 

〒761－8057  香川県高松市田村町 1114   

 かがわ総合リハビリテーションセンター  言語療法室内 一般社団法人 香川県言語聴覚士会 事務局  

  TEL：087－867－6008  Mail：kagawast.gengochokak@utopia.ocn.ne.jp 
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